


山口県下における自転車競技を統轄し、自転車競技の健全な普及を図り
体育文化の向上に寄与する事を目的としています。

山口県自転車競技連盟 とは

山口県自転車競技連盟

・山口県の自転車競技に関する競技力の向上
・指導研究及び諸行事の開催
・自転車競技大会の開催
・各種自転車競技大会への選手派遣

2011年に開催された第 66 回国民体育大会（山口国体）自転車競技会の開催後
の、競技普及、競技役員の養成や競技者の競技力向上事業を行っています。

具体的には、自転車愛好者を中心とした自転車イベントを開催し自転車競技の普
及広報、ジュニア競技者の健全育成とシニア層の愛好者の健康増進に寄与するこ
とで県内の競技レベルの向上を狙っています。

また全国各地から競技者や観戦者を迎え、観光交流人口の増加及びサイクリン
グマーケットの拡大を目的に、より多くの参加者及び観戦者の皆さまからのご支持
を得られ、地域の活性化につながるようなイベントを提供しています。



地域密着型サイクルスポーツクラブ

山口県自転車競技連盟

地域密着型サイクルスポーツクラブとは

地方での愛好者、競技者の底辺を増やし、より高い競技力を作り出す環境を
地方独自に作る事が重要です。

山口県では、２０１１年の「おいでませ！山口国体」の開催を契機に２０１４年か
らは全日本実業団自転車競技連盟（JBCF）の大会を年間６大会誘致し、その内

トップカテゴリーとなるプロツアーが2大会開催されています。
また、２０１６年には山口県知事が主導しての「サイクル県やまぐちプロジェク

ト」が発足し、競技力の向上として地元選手の育成、強化など環境整備を行政と
連携した地域密着型の実業団クラブチームを目指しています。

・山口県自転車競技連盟が運営する地域密着型サイクルスポーツクラブ
・JBCFが主催するＪエリートツアーへ参戦
・サイクルスポーツイベントの開催や運営協力
・「サイクル県やまぐちプロジェクト」との連携
・ジュニア期選手の発掘育成
・県内指導者の養成
・プロチーム、海外遠征への選手斡旋



JBCF Team ＝山口県自転車競技連盟・GRP＝

山口県自転車競技連盟

２００７年より実業団クラブチーム「エスペランス・スタージュ」を設立し、全国各地で開
催される実業団大会を転戦、２０１６年よりチーム名を「フィールズ・オン・アース山口」に
変更、２０１７年から「山口県自転車競技連盟」と名称変更し現在に至っています。

現在、山口県の選手を中心に、約２０名の選手が在籍し、2019シーズンは、新たに
VICTOIRE（ヴィクトワール）広島より 杉山 文崇、西川 昌宏を迎えチームを強化いた
しました。

また、希望者にはフランス等の海外遠征の斡旋などのチャンスも与えています。

九州・中国地方から世界へ羽ばたく自転車競技選手を生み出していく為にも、「サイク
ルスポーツの普及」と「選手の育成」、そしてより高いレベルでの実戦経験を積んでいく
ことで「競技力向上」を一貫して行っていけるチームを目指しています。

代 表： 棟久 明博
監 督： 岡本 順
キャプテン ： 湧川 将樹



JBCF Team  山口県自転車競技連盟・GRPでは、選手を募集しています。
チーム練習、JBCFのJエリートツアー（E1～E3）へのレース参加、イベントサポート等

のチーム活動を通して、競技力の向上および安全な走行マナー、交通ルールを習
得し、心身ともに優れたロードレーサーの育成を目指しています。

JBCF Team ＝山口県自転車競技連盟・GRP＝

山口県自転車競技連盟

• ＪＢＣＦﾁｰﾑ選手会員料 年間30,000円

チームへのお問い合わせ

登録選手の募集について

• 限られた時間の中で自転車競技に真
面目に取り組み、競技能力を向上させ
たい方

求められる選手の人物像について

• チームが定める主要レースに参加でき
る方

• JCF（日本自転車競技連盟）および
JBCF（全日本実業団自転車競技連
盟）に登録レーサーとして活動できる
方

チーム代表 棟久 090-5374-8498

• ｻﾃﾗｲﾄﾁｰﾑ選手会員料 年間20,000円



山口県ジュニアスポーツサイクルスポーツクラブ

山口県自転車競技連盟

ジュニア選手の育成
山口県自転車競技連盟自主事業の一環であり、山口県内のジュニ

ア期の自転車競技者の発掘、育成、強化を行っており、小学生から
高校生までの期間で一貫した指導をおこなう事で、より競技力の高い
選手の育成を目指しております。

また、山口県自転車競技連盟では、地域密着型サイクルスポーツ
クラブを運営しており一元化された、サイクルスポーツ推進を図って
います。

お問い合わせ

代表 白川 080-3183-7158



JBCF Team Wｅａｒ ＆ Jr Team Wｅａｒ

山口県自転車競技連盟

チームジャージ

ＪＢＣＦ登録チーム ジュニアサイクルスポーツクラブ



JBCF Team ＝山口県自転車競技連盟・GRP＝

山口県自転車競技連盟

活動の詳細

第1回JBCFきらら浜タイムトライアル
第7回JBCFきらら浜クリテリウム
第1回 JBCF 広島クリテリウム
第5回JBCF大星山ヒルクライム

第4回 JBCF おおいたサイクルロードレース
第3回JBCF維新やまぐちクリテリウム

第3回 JBCF 椿ヶ鼻ヒルクライム
(その他大会)
AJOCC 山口シクロクロス

E3クラス 5位 平井 貴志
E3クラス 2位 平井 貴志
E2クラス 2位 湧川 将樹
E3クラス 6位 中田辰朗
F  クラス 3位 角島紀子
E3クラス 4位 福田健一
E2クラス 6位 井上 無我
E3クラス 6位 中田辰朗
E3クラス 6位 中田辰朗
(その他大会)
CM2+3クラス 1位 原直人

2018年度競技活動以外の活動
・美祢・秋吉台サイクルサマーキャンプ
・しゅうなんスポーツフェスタ2018 自転車活動啓発ブース設置(ストライダー教室、パンプトラック設置)
・やまぐちチャレンジキッズ 競技体験自転車プログラム実施
・エキサイトパンプトラツクin防府・自転車教室実施 他
・ジュニアサイクルスポーツクラブ選手も参加してのトラック練習会等を実施



主催事業等

山口県自転車競技連盟

きらら浜サイクルミーティング（山口市）
山口シクロクロス（下関市）
ＪＢＣＦ大星山ヒルクライム（平生町）
ＪＢＣＦしゅうなんクリテリウム（周南市）
国体・マスターズ選考会（防府市など）
ツール・ド・しものせきエキシビションクリテリウム（下関市）
チャレンジ・ザ・バンクin防府競輪場（防府市）
西日本地域自転車競技オムニアム大会（防府市）



パートナーシッププログラム

山口県自転車競技連盟

■パートナーシッププログラム

パートナーシッププログラムは、従来
のスポンサー制度と同様、サイクルス
ポーツの発展に寄与する志を持つ企業
様に対して、その商品・サービスの販促
活動の場として、またＣＳＲ活動（企業
の社会的責任）の一環として展開してい
ただけるように、ご用意させていただく
プログラムになります。

あくまで数字で表すことのできない定
性的なスポンサーシップとはなりますが、
そのリレーションシップの形は、 カスタ
マイズが可能となりますので、ご興味が
あるスポンサーの方々は、是非ご検討
いただき、お声をかけていただければと
思います。

■お問合せ
yamaguchi98_cf@yahoo.co.jp
山口県自転車競技連盟
担当：

棟久 090-5374-8498
森岡 090-4808-4747



広報活動について

山口県自転車競技連盟

• 一般・地元メディアへの露出

• 自転車競技連盟公式ホームページへの掲載

• Facebookへの掲載

• ポスターの掲出

• 自転車専門メディアへの記事露出（雑誌・Web）

表彰バックボードのイメージ

サイクル県やまぐちプロジェクトへの露出



露 出 展 開

山口県自転車競技連盟

スタートフィニッシュゲート

出 店物品提供型

シケイン



これまでの実績（Ｗｅｂ・ＳＮＳ）

山口県自転車競技連盟



今 後 の 展 開

山口県自転車競技連盟

・サイクル県山口プロジェクトをコアに観光交流人口の拡大。
県内外から幅広く集客。
2016年サイクル県やまぐちの展開以降メディアへの露出が急激に増加。

・冬場や観光交流人口の希薄な時期にもイベントを開催。

・地方大会でありながら全国規模の選手の集まるイベントとなります。
また、今後全日本選手権、UCI国際レース等への展開も検討。



パートナーシッププログラム

山口県自転車競技連盟



取引金融機関

山口県自転車競技連盟

お取引金融機関

銀 行 名： 山口銀行 銀行コード0170

支 店 名： 吉敷支店 支店コード185

口 座 種 別： 普通

口 座 番 号： ６０７７２９３

口座名義人 ： 山口県自転車競技連盟 会長 大和孝義
（ヤマグチケンジテンシャキョウギレンメイ カイチョウ ヤマトタカヨシ）


